
(57)【要約】

【課題】簡単にドプラ処理を実施するための関心領域の

設定ができ、超音波データから血流等の運動部位をカラ

ー化して観察する。

【解決手段】超音波観測装置５は、超音波送受信回路部

８と、超音波送受信回路部８からの極座標データを記憶

する極座標メモリ９と、極座標データを直交座標に変換

する座標変換部１０と、座標変換部１０の出力データを

基にＢモード画像データを生成するＢモード像演算部１

１と、ドプラ演算部１４で演算された血流情報データ及

びＢモード像演算部１１で演算されたＢモード画像デー

タを基に超音波画像データを生成するＤＳＣ１２と、Ｂ

モード画像データ上に関心領域を設定しＤＳＣ１２に出

力する関心領域設定部１３と、関心領域内の血流情報を

カラー化してＤＳＣ１２に出力するドプラ演算部１４と

、各部を制御する制御部１５とを備えて構成される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 検 体 に 挿 入 す る 挿 入 部 の 先 端 に 超 音 波 振 動 子 を 有 す る 超 音 波 検 出 手 段 と 、
　 前 記 超 音 波 振 動 子 に 対 し て 超 音 波 送 受 信 を 行 っ て 複 数 の 超 音 波 デ ー タ を 得 る 超 音 波 送 受
信 手 段 と 、
　 前 記 超 音 波 送 受 信 手 段 に よ り 得 ら れ た 複 数 の 超 音 波 デ ー タ に 基 づ き 第 １ モ ー ド 画 像 デ ー
タ を 算 出 す る 第 １ モ ー ド 画 像 算 出 手 段 と 、
　 前 記 第 １ モ ー ド 画 像 デ ー タ に 基 づ き 前 記 被 検 体 の 関 心 領 域 を 設 定 す る 関 心 領 域 設 定 手 段
と 、
　 前 記 超 音 波 送 受 信 手 段 に よ り 得 ら れ た 複 数 の 超 音 波 デ ー タ に 基 づ き 前 記 関 心 領 域 の 第 ２
モ ー ド 画 像 デ ー タ を 算 出 す る 第 ２ モ ー ド 画 像 算 出 手 段 と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ モ ー ド 画 像 デ ー タ は 、 Ｂ モ ー ド 画 像 デ ー タ で あ り 、
　 前 記 第 ２ モ ー ド 画 像 デ ー タ は 、 血 流 観 測 モ ー ド 画 像 デ ー タ で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ モ ー ド 画 像 デ ー タ 及 び 前 記 第 ２ モ ー ド 画 像 デ ー タ は 、 血 流 観 測 モ ー ド 画 像 デ ー
タ で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 関 心 領 域 設 定 手 段 は 、 前 記 第 １ モ ー ド 画 像 デ ー タ に 基 づ き 前 記 被 検 体 の 生 体 組 織 を
抽 出 し 、 前 記 関 心 領 域 を 設 定 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 関 心 領 域 設 定 手 段 は 、 前 記 第 １ モ ー ド 画 像 デ ー タ に 基 づ く 第 １ モ ー ド 画 像 上 で 前 記
被 検 体 の 生 体 組 織 を 指 定 し 、 前 記 関 心 領 域 を 設 定 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 関 心 領 域 の 設 定 状 態 を 変 更 す る 関 心 領 域 設 定 状 態 変 更 手 段 を
　 さ ら に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ５ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 関 心 領 域 の 設 定 状 態 は 、 前 記 前 記 第 １ モ ー ド 画 像 デ ー タ に 基 づ く 第 １ モ ー ド 画 像 上
で の 関 心 領 域 の 移 動 設 定 状 態 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ６ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 関 心 領 域 の 設 定 状 態 は 、 前 記 前 記 第 １ モ ー ド 画 像 デ ー タ に 基 づ く 第 １ モ ー ド 画 像 上
で の 関 心 領 域 の サ イ ズ 設 定 状 態 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ７ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 デ ー タ か ら 血 流 等 の 運 動 部 位 を カ ラ ー 化 し て 表 示 す る 超 音 波 診 断 装 置
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 超 音 波 診 断 装 置 は 、 医 療 用 分 野 及 び 工 業 用 分 野 に お い て 、 広 く 用 い ら れ る 。 超 音
波 診 断 装 置 は 、 超 音 波 を 検 査 対 象 物 に 送 受 信 す る こ と に よ り 、 検 査 対 象 物 内 を 非 侵 襲 的 に
診 断 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 超 音 波 診 断 装 置 は 、 超 音 波 の 走 査 に よ り 得 ら れ る 画 像 が ２ 次 元 画 像 と な る 。 こ の た め 、
超 音 波 診 断 装 置 は 、 ユ ー ザ に 対 し て よ り 診 断 し 易 い 画 像 を 提 供 す る た め に 、 ２ 次 元 画 像 か
ら ３ 次 元 画 像 を 構 築 す る 超 音 波 画 像 処 理 装 置 と 組 み 合 わ せ て 使 用 さ れ る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 消 化 管 は 管 腔 構 造 で あ り 、 膵 臓 や 他 の 臓 器 が 消 化 管 を 取 り 巻 く よ う に 配 置 さ れ て い る た
め 、 こ れ ら の 詳 細 な 診 断 に は 体 外 式 超 音 波 や 他 の 画 像 診 断 機 器 で は ア プ ロ ー チ し に く く 、
粘 膜 の 直 接 診 断 に は 内 視 鏡 を 、 ま た 粘 膜 の 内 側 や 近 傍 の 臓 器 や リ ン パ 節 の 診 断 に は 内 視 鏡
先 端 に 超 音 波 振 動 子 を 搭 載 し た 超 音 波 内 視 鏡 が 一 般 的 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 超 音 波 振 動 子 と し て は 、 先 端 端 に 複 数 個 の 短 冊 状 振 動 子 を 凸 面 状 （ 扇 形 ） に 配 列 し 、 ス
コ ー プ の 挿 入 方 向 と 同 一 方 向 に 超 音 波 が 走 査 す る コ ン ベ ッ ク ス 走 査 方 式 超 音 波 振 動 子 や 、
超 音 波 素 子 を 円 筒 状 に 配 列 し 、 連 続 的 に 素 子 に 電 圧 を か け て 超 音 波 を 送 受 信 す る 電 子 ラ ジ
ア ル 走 査 方 式 超 音 波 振 動 子 等 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 従 来 の 超 音 波 画 像 処 理 装 置 は 、 ２ 次 元 画 像 上 で 関 心 領 域 を 所 望 の 位 置 に 配 置 さ せ る
た め に 、 マ ウ ス 等 の ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス を 用 い て 超 音 波 画 像 を 所 定 方 向 に 回 転 （ ロ ー
テ ー シ ョ ン ） さ せ て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 例 え ば 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ２ ４ ４ １ １ 号 公 報 等 で は 、 簡 単 な 操 作 で 、 関 心 領 域 が
最 適 な 位 置 に 配 置 可 能 な 超 音 波 画 像 処 理 装 置 が 提 案 さ れ い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 一 方 、 　 超 音 波 を 用 い て 血 流 の 有 無 を 感 度 良 く 表 示 す る 方 法 の １ つ に パ ワ ー ド プ ラ 処 理
が あ る 。 血 流 の パ ワ ー ド プ ラ 処 理 の 従 来 技 術 と し て 特 開 昭 ６ １ － ２ ５ ７ ６ ３ １ 号 公 報 が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 特 開 昭 ６ １ － ２ ５ ７ ６ ３ １ 号 公 報 で は 、 受 信 し た 反 射 エ コ ー 信 号 を 直 交 検 波 し 、 さ
ら に Ｍ Ｔ Ｉ フ ィ ル タ を 通 し た あ と の Ｉ 信 号 と Ｑ 信 号 ２ 乗 和 を と る こ と で 血 流 の パ ワ ー を 求
め 、 ２ 次 元 画 像 と し て 表 示 す る こ と を 開 示 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ２ ４ ４ １ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 ６ １ － ２ ５ ７ ６ ３ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 般 に ド プ ラ 処 理 に は 時 間 を 要 す る た め 、 従 来 は 、 超 音 波 の 走 査 に よ り 広 範 囲 に わ た る
モ ノ ク ロ 画 像 で ド プ ラ 観 察 し た い 血 管 領 域 を 関 心 領 域 と し て 、 領 域 を 限 定 し て 該 関 心 領 域
に 対 し て ド プ ラ 処 理 を 行 っ て い た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 し か し な が ら 、 超 音 波 の 走 査 に よ り 広 範 囲 に わ た る モ ノ ク ロ 画 像 で は 、 拍 動 等 に よ り 血
管 領 域 が 連 続 的 に は 発 生 し な い た め に 、 術 者 が 目 視 等 に よ り マ ニ ュ ア ル で 血 管 領 域 を 検 出
し 、 さ ら に マ ニ ュ ア ル で 関 心 領 域 を 設 定 す る た め 、 ド プ ラ 処 理 を 実 施 す る た め の 関 心 領 域
の 設 定 が 煩 雑 で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 簡 単 に ド プ ラ 処 理 を 実 施 す る た め の
関 心 領 域 の 設 定 が で き 、 超 音 波 デ ー タ か ら 血 流 等 の 運 動 部 位 を カ ラ ー 化 し て 観 察 す る こ と
の で き る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、
　 被 検 体 に 挿 入 す る 挿 入 部 の 先 端 に 超 音 波 振 動 子 を 有 す る 超 音 波 検 出 手 段 と 、
　 前 記 超 音 波 振 動 子 に 対 し て 超 音 波 送 受 信 を 行 っ て 複 数 の 超 音 波 デ ー タ を 得 る 超 音 波 送 受
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信 手 段 と 、
　 前 記 超 音 波 送 受 信 手 段 に よ り 得 ら れ た 複 数 の 超 音 波 デ ー タ に 基 づ き 第 １ モ ー ド 画 像 デ ー
タ を 算 出 す る 第 １ モ ー ド 画 像 算 出 手 段 と 、
　 前 記 第 １ モ ー ド 画 像 デ ー タ に 基 づ き 前 記 被 検 体 の 関 心 領 域 を 設 定 す る 関 心 領 域 設 定 手 段
と 、
　 前 記 超 音 波 送 受 信 手 段 に よ り 得 ら れ た 複 数 の 超 音 波 デ ー タ に 基 づ き 前 記 関 心 領 域 の 第 ２
モ ー ド 画 像 デ ー タ を 算 出 す る 第 ２ モ ー ド 画 像 算 出 手 段 と
　 を 備 え て 構 成 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 簡 単 に ド プ ラ 処 理 を 実 施 す る た め の 関 心 領 域 の 設 定 が で き 、 超 音 波 デ
ー タ か ら 血 流 等 の 運 動 部 位 を カ ラ ー 化 し て 観 察 す る こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 述 べ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ な い し 図 １ ３ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 わ り 、 図 １ は 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す
構 成 図 、 図 ２ は 図 １ の 観 察 モ ニ タ 上 に 表 示 さ れ る Ｂ モ ー ド 画 像 を 説 明 す る 図 、 図 ３ は 図 １
の 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト 、 図 ４ は 図 １ の 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用
を 説 明 す る 第 １ の 図 、 図 ５ は 図 １ の 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 ２ の 図 、 図 ６ は 図
１ の 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 ３ の 図 、 図 ７ は 図 １ の 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説
明 す る 第 ４ の 図 、 図 ８ は 図 １ の 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 ５ の 図 、 図 ９ は 図 １ の
超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 ６ の 図 、 図 １ ０ は 図 １ の 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明
す る 第 ７ の 図 、 図 １ １ は 図 １ の 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 ８ の 図 、 図 １ ２ は 図 １
の 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 ９ の 図 、 図 １ ３ は 図 １ の 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説
明 す る 第 １ ０ の 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 の 超 音 波 画 像 処 理 装 置 を 構 成 す る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 １ は 、
被 検 体 に 対 し て 超 音 波 を 送 受 す る 超 音 波 振 動 子 （ 図 示 せ ず ） を 挿 入 部 先 端 に 内 蔵 し た 超 音
波 検 出 手 段 と し て の 超 音 波 内 視 鏡 ２ と 、 超 音 波 内 視 鏡 ２ の 超 音 波 振 動 子 を 駆 動 し 、 エ コ ー
信 号 よ り 超 音 波 画 像 を 生 成 す る 超 音 波 観 測 装 置 ５ と 、 超 音 波 観 測 装 置 ５ に 対 し て 各 種 操 作
を 指 示 す る 関 心 領 域 指 定 手 段 と し て の 操 作 部 ６ と を 備 え て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　  な お 、 本 実 施 例 で は 、 一 例 と し て 超 音 波 振 動 子 は 例 え ば 電 子 ラ ジ ア ル 走 査 方 式 超 音 波
振 動 子 よ り 構 成 さ れ る が 、 機 械 式 ラ ジ ア ル 走 査 方 式 超 音 波 振 動 子 で も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　  超 音 波 観 測 装 置 ５ は 、 駆 動 信 号 に 出 力 し 超 音 波 振 動 子 を 駆 動 す る と 共 に 、 超 音 波 振 動
子 か ら の エ コ ー 信 号 を 極 座 標 デ ー タ に 変 換 す る 超 音 波 送 受 信 手 段 と し て の 超 音 波 送 受 信 回
路 部 ８ と 、 超 音 波 送 受 信 回 路 部 ８ か ら の 極 座 標 デ ー タ を 記 憶 す る 極 座 標 メ モ リ ９ と 、 極 座
標 メ モ リ ９ の 極 座 標 デ ー タ を 直 交 座 標 に 変 換 す る 座 標 変 換 部 １ ０ と 、 座 標 変 換 部 １ ０ の 出
力 デ ー タ を 基 に Ｂ モ ー ド 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 第 １ モ ー ド 画 像 算 出 手 段 と し て の Ｂ モ ー ド
像 演 算 部 １ １ と 、 後 述 す る ド プ ラ 演 算 部 １ ４ で 演 算 さ れ た 血 流 情 報 デ ー タ 及 び Ｂ モ ー ド 像
演 算 部 １ １ で 演 算 さ れ た Ｂ モ ー ド 画 像 デ ー タ を 基 に 超 音 波 振 動 子 の ス キ ャ ン 形 状 に あ っ た
形 に 座 標 変 換 及 び 補 間 処 理 し 、 血 流 情 報 デ ー タ 及 び Ｂ モ ー ド 画 像 デ ー タ が 合 成 さ れ た 超 音
波 画 像 デ ー タ を 生 成 し 観 察 モ ニ タ ７ に 出 力 す る Ｄ Ｓ Ｃ １ ２ と 、 Ｂ モ ー ド 画 像 デ ー タ 上 に 関
心 領 域 （ 後 述 ） を 設 定 し Ｄ Ｓ Ｃ １ ２ に 出 力 す る 関 心 領 域 設 定 部 １ ３ と 、 関 心 領 域 内 の 血 流
情 報 を カ ラ ー 化 し て Ｄ Ｓ Ｃ １ ２ に 出 力 す る 第 ２ モ ー ド 画 像 算 出 手 段 と し て の ド プ ラ 演 算 部
１ ４ と 、 各 部 を 制 御 す る 制 御 部 １ ５ と を 備 え て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 な お 、 関 心 領 域 設 定 手 段 は 、 実 施 例 １ に お い て は 操 作 部 ６ 、 制 御 部 １ ５ 及 び 関 心 領 域 設
定 部 １ ３ よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 関 心 領 域 設 定 部 １ ３ で の 関 心 領 域 の 設 定 は 、 超 音 波 内 視 鏡 ２ が 挿 入 軸 回 り の 多 重 エ コ ー
部 ３ ０ を 中 心 に ３ ６ ０ 度 の 超 音 波 走 査 を 行 う こ と で 得 ら れ た 観 察 モ ニ タ ７ 上 の 図 ２ に 示 す
よ う な Ｂ モ ー ド 画 像 ３ １ を 術 者 が 観 察 し 、 血 管 と 思 わ れ る 位 置 を 操 作 部 ６ を 用 い て 指 定 す
る こ と で な さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 血 管 像 は 拍 動 等 の 影 響 に よ り 常 時 Ｂ モ ー ド 画 像 ３ １ 上 に 現 れ る と は 限 ら な い の で
、 術 者 は 観 察 モ ニ タ ７ を 所 定 時 間 観 察 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 例 の 作 用 を 、 図 ３ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 用 い て 説 明 す る 。 ま
ず 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に て 超 音 波 内 視 鏡 ２ が 挿 入 軸 回 り の 多 重 エ コ ー 部 ３ ０ を 中 心 に ３ ６ ０ 度
の 超 音 波 走 査 を 複 数 回 行 い 、 Ｂ モ ー ド 画 像 ３ １ を 観 察 モ ニ タ ７ 上 に 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の と き 、 例 え ば 図 ４ に 示 す よ う に 、 血 管 部 と 思 わ れ る 、 複 数 の 血 管 像 ６ １ 、 ６ ２ が Ｂ
モ ー ド 画 像 ３ １ 上 に 表 示 さ れ る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に て 術 者 が 操 作 部 ６ を 操 作 し て 、 関 心 領
域 （ 以 下 、 Ｒ Ｏ Ｉ ） と し て ド プ ラ 観 察 を 行 う 血 管 像 を ポ イ ン タ ６ ５ で 指 定 す る こ と で 、 血
管 部 の 指 定 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ４ の よ う に 例 え ば 血 管 部 ６ １ が ポ イ ン タ ６ ５ で 指 定 さ れ る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ 及 び Ｓ ４
に て 関 心 領 域 設 定 部 １ ３ が 血 管 部 ６ １ を 含 む 所 定 領 域 を Ｒ Ｏ Ｉ ５ ０ と し て 選 択 す る 。 こ の
と き の Ｒ Ｏ Ｉ ５ ０ の サ イ ズ は 予 め 設 定 さ れ た サ イ ズ 以 上 で 、 少 な く と も 血 管 部 ６ １ を 含 む
サ イ ズ に 自 動 的 に 設 定 さ れ る 。 選 択 さ れ た Ｒ Ｏ Ｉ ５ ０ は Ｄ Ｓ Ｃ １ ２ 及 び ド プ ラ 演 算 部 １ ４
に 出 力 さ れ る 。 Ｄ Ｓ Ｃ １ ２ で は 、 図 ５ に 示 す よ う に Ｒ Ｏ Ｉ ５ ０ を Ｂ モ ー ド 画 像 ３ １ に 重 畳
表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に て ド プ ラ 演 算 部 １ ４ は ド プ ラ 走 査 を 開 始 し 、 座 標 変 換 部 １ ０ の
出 力 デ ー タ よ り Ｒ Ｏ Ｉ ５ ０ 内 の 血 流 情 報 デ ー タ を 演 算 し 、 血 流 情 報 デ ー タ を Ｄ Ｓ Ｃ １ ２ に
出 力 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に て 検 査 が 完 了 す る ま で 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ～ Ｓ ６ の 処 理 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 本 実 施 例 で は 、 術 者 は 操 作 部 ６ を 操 作 す る こ と で 、 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す よ う に 、
ポ イ ン タ ６ ５ に よ り Ｂ モ ー ド 画 像 ３ １ 上 の Ｒ Ｏ Ｉ ５ ０ を 容 易 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
ま た 、 図 ８ 及 び 図 ９ に 示 す よ う に 、 術 者 は 操 作 部 ６ を 操 作 す る こ と で 、 ポ イ ン タ ６ ５ に よ
り Ｂ モ ー ド 画 像 ３ １ 上 の Ｒ Ｏ Ｉ ５ ０ の サ イ ズ を 容 易 に 変 更 す る こ と も で き る 。 こ れ ら の 移
動 、 サ イ ズ 変 更 の 処 理 は 関 心 領 域 設 定 部 １ ３ に よ り 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 従 来 の Ｒ Ｏ Ｉ ５ ０ の Ｂ モ ー ド 画 像 ３ １ 上 の 設 定 位 置 は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 第
１ 音 線 ８ ０ を さ け る 必 要 が あ っ た が 、 本 実 施 例 で は Ｒ Ｏ Ｉ ５ ０ の Ｂ モ ー ド 画 像 ３ １ 上 の 設
定 位 置 は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 第 １ 音 線 ８ ０ の 影 響 を 受 け る こ と な く 、 関 心 領 域 設 定 部
１ ３ に よ り 設 定 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 例 で は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 術 者 に よ る 操 作 部 ６ の 操 作 に よ り 、 選 択
し た Ｒ Ｏ Ｉ ５ ０ 以 外 の 血 管 像 を 子 画 面 ９ １ を Ｂ モ ー ド 画 像 ３ １ に 隣 接 し て Ｐ ｉ ｎ Ｐ す る こ
と で 、 Ｂ モ ー ド 画 像 ３ １ 全 体 の 血 管 像 の 位 置 が 容 易 に 確 認 で き る 。 な お 、 Ｂ モ ー ド 画 像 ３
１ 全 体 の 血 管 像 の 位 置 は 、 子 画 面 ９ １ に 限 ら ず 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 Ｂ モ ー ド 画 像 ３ １
に 血 管 像 を 残 像 ９ ２ と し て 表 示 し て 確 認 す る よ う に す る こ と の で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 Ｂ モ ー ド 画 像 ３ １ 上 の 血 管 像 を 選 択 す る だ け で 、 容 易 に ド プ
ラ 観 測 す る た め の Ｒ Ｏ Ｉ ５ ０ を 設 定 で き る 。 ま た 、 簡 単 な 操 作 に よ り 、 Ｒ Ｏ Ｉ ５ ０ を 移 動
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し た り 、 Ｒ Ｏ Ｉ ５ ０ の 大 き さ を 可 変 で き る 。 さ ら に 、 継 続 し て ド プ ラ 観 測 す る た め に 、 他
の 血 管 像 の 位 置 を 容 易 に 確 認 で き る 。 し た が っ て 、 簡 単 に ド プ ラ 処 理 を 実 施 す る た め の 関
心 領 域 の 設 定 が で き 、 超 音 波 デ ー タ か ら 血 流 等 の 運 動 部 位 を カ ラ ー 化 し て 観 察 す る こ と の
で き る
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ ４ な い し 図 １ ７ は 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 わ り 、 図 １ ４ は 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を
示 す 構 成 図 、 図 １ ５ は 図 １ ４ の 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト 、 図 １ ６
は 図 １ ４ の 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 １ の 図 、 図 １ ７ は 図 １ ４ の 超 音 波 観 測 装 置
の 作 用 を 説 明 す る 第 ２ の 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 実 施 例 ２ は 、 実 施 例 １ と ほ と ん ど 同 じ で あ る の で 、 異 な る 点 の み 説 明 し 、 同 一 の 構 成 に
は 同 じ 符 号 を つ け 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 例 で は 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 Ｂ モ ー ド 像 演 算 部 １ １ か ら の Ｂ モ ー ド 画 像 デ ー タ
に 基 づ い て Ｒ Ｏ Ｉ ５ ０ を 自 動 抽 出 す る 関 心 領 域 抽 出 部 ２ ０ が 関 心 領 域 設 定 部 １ ３ の 代 り に
設 け ら れ て い る 。 そ の 他 の 構 成 は 実 施 例 １ と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 関 心 領 域 設 定 手 段 は 、 実 施 例 ２ に お い て は 操 作 部 ６ 、 制 御 部 １ ５ 及 び 関 心 領 域 抽
出 部 ２ ０ よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 例 の 作 用 を 、 図 １ ５ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 用 い て 説 明 す る 。
ま ず 、 実 施 例 １ と 同 様 に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に て 超 音 波 内 視 鏡 ２ が 挿 入 軸 回 り の 多 重 エ コ ー 部
３ ０ を 中 心 に ３ ６ ０ 度 の 超 音 波 走 査 を 複 数 回 行 い 、 Ｂ モ ー ド 画 像 ３ １ を 観 察 モ ニ タ ７ 上 に
表 示 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の と き 、 例 え ば 図 ４ に 示 す よ う に 、 血 管 部 と 思 わ れ る 、 複 数 の 血 管 像 ６ １ 、 ６ ２ が Ｂ
モ ー ド 画 像 ３ １ 上 に 表 示 さ れ る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ａ に て 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 関 心 領 域 抽
出 部 ２ ０ が Ｒ Ｏ Ｉ ５ ０ に 指 定 可 能 な 候 補 と し て 血 管 像 ６ １ 、 ６ ２ を 抽 出 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ３
ａ に て 血 管 像 ６ １ 、 ６ ２ を 含 む 領 域 に 複 数 の Ｒ Ｏ Ｉ ５ ０ を 描 画 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ に て 例 え ば Ｒ Ｏ Ｉ ５ ０ が ポ イ ン タ ６ ５ で 指 定 さ れ る と 、 関 心 領 域
抽 出 部 ２ ０ が 血 管 部 ６ １ を 含 む 所 定 領 域 を Ｒ Ｏ Ｉ ５ ０ と し て 選 択 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 実 施 例 ２ で は 、 関 心 領 域 抽 出 部 ２ ０ に お い て 、 複 数 の 血 管 部 を 抽 出 す る と し た が
、 も っ と も 鮮 明 な 血 管 像 を 、 例 え ば 輪 郭 抽 出 処 理 等 に よ り 抽 出 し 、 ポ イ ン タ ６ ５ に よ る 指
定 無 し で 、 Ｒ Ｏ Ｉ ５ ０ を 選 択 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 実 施 例 １ の 効 果 に 加 え 、 関 心 領 域 抽 出 部 ２ ０ が 血 管 像 あ る い
は Ｒ Ｏ Ｉ を 自 動 抽 出 す る の で 、 よ り 簡 単 に ド プ ラ 処 理 を 実 施 す る た め の 関 心 領 域 の 設 定 が
で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 な お 、 上 記 各 実 施 例 で は 、 Ｒ Ｏ Ｉ ５ ０ を 設 定 す る 全 画 面 ス キ ャ ン よ り Ｂ モ ー ド 画 像 デ ー
タ を 生 成 し 、 Ｂ モ ー ド 画 像 ３ １ 上 で Ｒ Ｏ Ｉ ５ ０ を 指 定 あ る い は 抽 出 す る と し た が 、 こ れ に
限 ら な い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 例 え ば Ｂ モ ー ド 像 演 算 部 １ １ の 代 り に 第 ２ の ド プ ラ 演 算 部 （ 図 示 せ ず ） を 設 け て Ｒ Ｏ Ｉ
５ ０ を 設 定 す る た め の 全 画 面 ス キ ャ ン を 血 流 観 測 モ ー ド と し て 実 施 し 、 全 画 面 ス キ ャ ン 時
に お い て も ド プ ラ 処 理 を 実 施 す る 。 そ し て 、 全 画 面 ス キ ャ ン の 血 流 観 測 モ ー ド 画 像 デ ー タ
を 第 １ モ ー ド 画 像 デ ー タ と し て 生 成 し て 、 該 全 画 面 ス キ ャ ン の 血 流 観 測 モ ー ド 画 像 デ ー タ
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よ り Ｒ Ｏ Ｉ ５ ０ を 指 定 あ る い は 抽 出 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の 場 合 、 全 画 面 ス キ ャ ン を Ｂ モ ー ド と し た と き に 比 べ 、 全 画 面 ス キ ャ ン 時 は 処 理 が 重
い が 、 血 流 判 定 が 最 も 簡 単 で 、 Ｒ Ｏ Ｉ ５ ０ を 設 定 す る ま で の 判 定 処 理 が 楽 に な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 各 実 施 例 で は 、 電 子 ラ ジ ア ル 走 査 方 式 超 音 波 振 動 子 を 備 え た 超 音 波 内 視
鏡 ２ を 例 に 説 明 し た が 、 図 １ ８ に 示 す よ う な 先 端 に コ ン ベ ッ ク ス 走 査 方 式 超 音 波 振 動 子 １
０ ０ を 備 え た 超 音 波 内 視 鏡 １ ０ １ を 上 記 各 実 施 例 の 超 音 波 観 測 装 置 ５ に 接 続 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の 超 音 波 内 視 鏡 １ ０ １ の 場 合 は 、 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 扇 型 の Ｂ モ ー ド 画 像 ３ １ が 生
成 さ れ 、 Ｒ Ｏ Ｉ ５ ０ が Ｂ モ ー ド 画 像 ３ １ 上 に 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ れ ら は 電 子 ラ ジ ア ル 走 査 方 式 超 音 波 振 動 子 を 備 え た 超 音 波 内 視 鏡 ２ と 同 じ で あ る が 、
コ ン ベ ッ ク ス 走 査 型 の 超 音 波 内 視 鏡 １ ０ １ の 場 合 、 生 検 針 １ ０ ３ が 先 端 部 よ り 突 出 し 、 生
体 組 織 を 該 生 検 針 １ ０ ３ を 用 い て 採 取 可 能 な 構 成 と な っ い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 そ し て 、 こ の 生 検 針 の 突 出 角 度 は 、 コ ン ベ ッ ク ス 走 査 型 の 超 音 波 内 視 鏡 の 種 類 に よ り 異
な り 、 例 え ば 図 １ ８ の 超 音 波 内 視 鏡 １ ０ ０ の 場 合 は 突 出 角 度 が 挿 入 軸 に 対 し て θ １ で あ る
が 、 図 ２ ０ の 超 音 波 内 視 鏡 １ ０ ０ ａ の 場 合 は 突 出 角 度 が θ １ と は こ と な る 、 挿 入 軸 に 対 し
て θ ２ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 コ ン ベ ッ ク ス 走 査 型 の 超 音 波 内 視 鏡 は 内 部 に 識 別 情 報 が 格 納 さ れ た Ｉ Ｄ 部 １ ０ ２ （ 図 １
８ 及 び 図 ２ ０ 参 照 ） を 有 し て お り 、 上 記 各 実 施 例 の 超 音 波 観 測 装 置 ５ の 制 御 部 １ ５ が 超 音
波 送 受 信 回 路 部 ８ を 介 し て Ｉ Ｄ 部 １ ０ ２ の 識 別 情 報 を 読 み 出 す こ と で 、 Ｂ モ ー ド 像 演 算 部
１ １ に お い て Ｂ モ ー ド 画 像 デ ー タ 上 に 生 検 針 １ ０ ３ が 先 端 部 よ り 突 出 方 向 を ガ イ ド （ 案 内
） す る 穿 針 ガ イ ド 像 デ ー タ を Ｂ モ ー ド 画 像 デ ー タ 上 に 重 畳 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ２ １ は 観 察 モ ニ タ ７ に 表 示 さ れ る 図 １ ８ の 超 音 波 内 視 鏡 １ ０ ０ の 場 合 の 穿 針 ガ イ ド 像
１ ５ ０ が 重 畳 さ れ た Ｂ モ ー ド 画 像 を 示 し 、 図 ２ ２ は 観 察 モ ニ タ ７ に 表 示 さ れ る 図 ２ ０ の 超
音 波 内 視 鏡 １ ０ ０ ａ の 場 合 の 穿 針 ガ イ ド 像 １ ５ ０ が 重 畳 さ れ た Ｂ モ ー ド 画 像 を 示 し て い る
。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の よ う な 穿 針 ガ イ ド 像 １ ５ ０ が 重 畳 さ れ た Ｂ モ ー ド 画 像 に Ｒ Ｏ Ｉ ５ ０ を 指 定 す る 場 合
は 、 従 来 は 図 ２ ３ に 示 す よ う に 、 穿 針 ガ イ ド 像 １ ５ ０ の 位 置 に 関 係 な く 指 定 さ れ た が 、 上
記 各 実 施 例 の 超 音 波 観 測 装 置 ５ で は 、 Ｒ Ｏ Ｉ ５ ０ を 穿 針 ガ イ ド 像 １ ５ ０ に 指 定 す る 。 こ れ
に よ り 生 検 針 １ ０ ３ が 生 検 す る 前 に 、 生 体 組 織 を Ｒ Ｏ Ｉ ５ ０ に て 詳 細 に 観 察 す る こ と が 可
能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 変 え な い 範 囲 に
お い て 、 種 々 の 変 更 、 改 変 等 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す 構 成 図
【 図 ２ 】 図 １ の 観 察 モ ニ タ 上 に 表 示 さ れ る Ｂ モ ー ド 画 像 を 説 明 す る 図
【 図 ３ 】 図 １ の 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト
【 図 ４ 】 図 １ の 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 １ の 図
【 図 ５ 】 図 １ の 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 ２ の 図
【 図 ６ 】 図 １ の 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 ３ の 図
【 図 ７ 】 図 １ の 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 ４ の 図
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【 図 ８ 】 図 １ の 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 ５ の 図
【 図 ９ 】 図 １ の 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 ６ の 図
【 図 １ ０ 】 図 １ の 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 ７ の 図
【 図 １ １ 】 図 １ の 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 ８ の 図
【 図 １ ２ 】 図 １ の 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 ９ の 図
【 図 １ ３ 】 図 １ の 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 １ ０ の 図
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す 構 成 図
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ の 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト
【 図 １ ６ 】 図 １ ４ の 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 １ の 図
【 図 １ ７ 】 図 １ ４ の 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 ２ の 図
【 図 １ ８ 】 コ ン ベ ッ ク ス 走 査 型 の 超 音 波 内 視 鏡 に お け る 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る
第 １ の 図
【 図 １ ９ 】 コ ン ベ ッ ク ス 走 査 型 の 超 音 波 内 視 鏡 に お け る 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る
第 ２ の 図
【 図 ２ ０ 】 コ ン ベ ッ ク ス 走 査 型 の 超 音 波 内 視 鏡 に お け る 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る
第 ３ の 図
【 図 ２ １ 】 コ ン ベ ッ ク ス 走 査 型 の 超 音 波 内 視 鏡 に お け る 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る
第 ４ の 図
【 図 ２ ２ 】 コ ン ベ ッ ク ス 走 査 型 の 超 音 波 内 視 鏡 に お け る 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る
第 ５ の 図
【 図 ２ ３ 】 コ ン ベ ッ ク ス 走 査 型 の 超 音 波 内 視 鏡 に お け る 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る
第 ６ の 図
【 図 ２ ４ 】 コ ン ベ ッ ク ス 走 査 型 の 超 音 波 内 視 鏡 に お け る 超 音 波 観 測 装 置 の 作 用 を 説 明 す る
第 １ の 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
１ … 超 音 波 内 視 鏡 装 置
２ … 超 音 波 内 視 鏡
５ … 超 音 波 観 測 装 置
６ … 操 作 部
７ … 観 測 モ ニ タ
８ … 超 音 波 送 受 信 回 路 部
９ … 極 座 標 メ モ リ
１ ０ … 座 標 変 換 部
１ １ … Ｂ モ ー ド 像 演 算 部
１ ２ … Ｄ Ｓ Ｃ
１ ３ … 関 心 領 域 設 定 部
１ ４ … ド プ ラ 演 算 部
１ ５ … 制 御 部

10

20

30

(8) JP 2007-268148 A 2007.10.18



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】
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